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1) 馬場[1 J， Prais [15J参照。
2) 日本強行調査局 [1"Jによる分担。






















































7) 一年を超える長期貸付や，短期貸付の借換え継続による実質的長期金融を含む。 (13J，15B 
159ベー ジ参照。
8) コ ル，手形売買，現先〈東件付債若手売買)， CD (譲渡性領金〉の各市場。
の企業などが本源的証券を発行して資金調達をおこなう方式b しかし，その証芽を銀行など金融
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R P R 
43年度末
区 分 33年度末 53年度末
C D 
MEAN IST.DEV.IトDvaF 11巴 MEAN IST.DEV.I t-D~~e MEAN ||sT，DEV.1|t Dva.Flu. e 山博 -valD.F 
系列グループ a a 3.870 1 1.153 1 0.818 1.817 1 0.477 1-0.873 4.358 1 2.331 1'-2.9Hi 3，200 1 1.076 1-3，034 
独立グノ，~プ 5.707 I 1.323-1 60 4.103 I 1.119 I 59 3，591 I 1.285 I 58 1.955 I 0.710 I 58 
S D P 
43年度末
区 分 33年度末 53年度末
c D 
D.F， IH'~""'I""'"'""I D，F， 1"""'" 1''''''''''1 D.F， Im~~"， 10LU''1 D，F 
278 1 0，312 1-3刊 0 日~H日3i-10040ナ引 19J|05103681516
独立グループ 0，616 I 0，445 I 60 I 0，704 I 0，488 I 59 I 0，799 I 0，600 I 58 I 0，787 I 0，644 I 58 
第2表
有意水準 a"'l%，b"'5%， c"'lO%(両世1]検定による)
5T. DEV. ".STANDARD DEVIATluN， D. F....DEGREES OF FREEDOM 
SDPは，普通銀行全体にお円る νェアで百分比。 C，Dは，それぞれ，第I期』第E期の groupmgによるものである。
注〕
企業成長と企業系列 (77) 77 
は，自白度 (N，+N，-2)の Studentの t 分布に従うことが知られている山。




金 (DP)，広舗数 (BR)，従業員数 (NE)の期間成長率(それぞれ， GPR， GDP， 
GBR， GNEと表わす〕に加えて，預金利益率の期間成長率 (GRPR)をとるo












成長率の結果では，第E期において， GRPR を除く 4変数が系列グループ
の方に有意に大きな値を与えている。しかし，その GRPR と，第 I期で唯一
有意な差を両グループにもたらせた GBRの2ケースは，逆に独立グループの






78 (78) 第 131巻第1.2号
第3表成長率におけ
• 第 区 分 MEAN IST.DEv.l t-D~~e I MEAN IST.DEV.I t D~~~c I 
期 系列グループ 。ぺ1.461判。日1
独立グループ 0.767 I 0.327 57 I 1.393 I 0.437 I 60 
第 区 分
四 NF4判官ヰ!神E 
期 系列グル プ 0.190 I 0.126 1-2.38~ I 0.868 I 0.337 I 1.67~ 



















企業凪畏と企業系列 (79) 79 
る検定結果
GNE 
MEAN IST.DEV.I t-D~;e I MEAN IST.DEV.I t-D~~e MEAN IST.DEV.I t-D~~e 
1.671 0.270 0.185 
1.735 0.208 I 60 0.192 0.126 60 I 0.411 0.162 I 60 
GDP GBR GNE 
MEAN lI|ST DEV l|t D vaF lue MEAN IST.DEV.I t出 eMEAN ||ST.DEv||t D vaFlu. e 
1.583 0.124 a 0.264 0.105 a 0.431 0.147 a 3.526 4.677 3.874 


























上位3行 25.7 0.022 22.4 0.017 24.1 0.020 22.2 0.017 
上位6行 44.7 0口35 39.8 0.027 43.4 0.032 40.7 O口28
上位8行 54.6 o口40 49.2 0.032 53.1 0.037 50.3 O日33
上位10行 62.2 0.043 56.1 0.034 59.8 0.039 58.0 0.036 




を用レる。但l.-， Xi，t は，時点 tにおける第 4 企業の規模の対数値.Kは，
企業規模の幾何平均の対数値，月は回帰係数. .は残差である。推定方法は，
OLSである。
規模の尺度には，預金，府舗数，従業員数，資本金 (CA) (以上， λ トック
変数)，および利益(フロ{変数〉をとる。
これらの推定結果は，第5表にまとめられている。
LPEが成立したのは， 第 I期両グループにおける資本金， 第E期では系列
グノレーブの資本金と独立Fノレー プ0)預金りあわせて 4ケースにおいてであった。
残りのク λ は，すべて βく1となっている。
前回の LPEテストは，普通銀行(都市銀行および地方銀行〉を対象とした





可雨戸寸 iISE(わ|豆;-Is'下百)1R' I sISE(州豆;-Is'下副主2
予二斗;1両両日~叫州 ω4711.0721 川畑1 0叫ω…7i 090~ i 0.0471… 
1 08叫 O 四叫10叩目捌叫41十…(ト同0凹悶9引十6
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一I SE(b) I R' I 
0.141 1 0.132 1 O.OC引
0.221 I 0.181 I 0，3引
¥J:-I b l'寸
江






































準は，表示されている GBRを除けば， GPRが40%および有意差なし， GDP 
が30%，25%， GNEが25%および有意差なしとなっている。先の LPEテス
トにおいて，両グループの Fが両期間とも 1より有意(1ないし 5%水準)
26) Singh & Whittington [17J参照。
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